天使大学の海外研修における学び-第6回(2006年度)天使大学海外研修を一事例として- by 吉田 翠 et al.
天使大学 紀要 Vol. 9 2009
― 121―
天使大学の海外研修における学び
―第６回（2006年度）天使大学海外研修を一事例として―
Tenshi College Overseas Study
－The 6th Overseas Study Program Conducted in 2006－
田 翠1）
Midori YOSHIDA
沢 禮 子2）
Reiko SAWA
石 川 紀 子3）
Noriko ISHIKAWA
The purpose of this paper is to introduce the overseas study program planned and
conducted by the International Exchange Committee of Tenshi College. This overseas
study aims at realizing the educational objectives of the school by helping students to
develop a holistic view of humans and broaden their international horizons to become
dedicated professionals in nursing and nutrition. First, the paper outlines the program
in terms of its purposes, study plans, and preparations for the trip. Next,
the main contents of the study will be elaborated based on the 2006 overseas study
tour. They consisted of learning English and studies related to nursing and nutrition
as practiced in the United States. During the stay, each student living with an
American family was totally immersed in English and learned about American culture
and communication. After the study tour, the participants' responses to the program,
collected by means of a questionnaire, showed an overall satisfaction, with the
homestay being especially highly valued. Their reports assigned by the Committee
revealed significant learning in the light of the educational objectives. Lastly,
some suggestions will be made to improve the program in the future.
天使大学国際交流委員会が企画した海外研修は、本学の教育目標「人間を全人的に理解
できる能力を養う」「国際的視野を養う」「各々の専門的能力を基盤として、将来、各々の
専門職の発展に貢献できる応用力と創造性を養う」などを体験学習する良い機会である。
本報告では、はじめに研修の基本的な概要を説明し、次に第６回（2006年度）海外研修を
一事例として研修の内容を具体的に紹介する。主な内容は語学研修と学生の専攻分野に関
連した米国における看護・栄養事情についての視察研修であった。研修期間中、アメリカ
人の家庭でのホームステイを通して、英語の運用力を高めながら、アメリカの文化やコミュ
ニケーションについて学んだ。帰国後、参加学生に対するアンケート調査によれば、研修
評価には全体的に好意的反応がみられ、特にホームステイは高く評価された。課題の研修
レポートには本学の教育目標を具現した精神的な成長を示す学びがみられた。最後に、海
外研修の今後へ向けて研修のあり方について提言する。
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Ⅰ．はじめに
2008年度第８回を迎える天使大学の海外研修に
ついて研修の概要を説明し、併せて2006年度第６
回海外研修にもとづいて研修の内容を具体的に紹
介する。
天使大学開学の2000年度、国際交流委員会にお
いて海外研修の企画が提案され、2001年度実施に
向けて検討が重ねられた。しかし2001年度の研修
は９月11日に起きた米国同時多発テロのために中
止となった。翌年2002年度は米国を避け、８月に
オーストラリアのメルボルンにおいて初の海外研
修が実現した。国際情勢に留意しながら、同年度
3月に当初の研修予定地である米国西海岸ワシン
トン州シアトル近郊において研修を実施して以来
今日に至っている。
本学の海外研修の特徴は、大学の教育目標 1）を
基本にして、語学研修、学生の専攻分野である看
護学と栄養学に関連した研修、およびホームステ
イを通して異文化交流への理解を深めることが盛
り込まれていることである。これら基本方針は変
わらないが、研修先の事情や参加学生数の増減に
より毎年微調整が必要であることから、本稿では
研修の内容について2006年度を一事例として紹介
する。
Ⅱ．海外研修の概要
１．研修の目的
2000年度当時の国際交流委員会が検討し、本学
の教育目標を反映した以下のような研修の目的を
設定した。
●異文化体験を通じて、国際化に対応できる積
極性を養う。
●現地の環境、生活スタイルに応じた医療・看
護・栄養事情を視察し情報を豊かにすること
により、国際的な視野を養う。
●ホームステイにより英語によるコミュニケー
ションを実践し運用力を養う。
●ホームステイにより協調性、自律性を養う。
これらのねらいが、海外研修という言語的お
よび非言語的状況が相互に作用する total
immersion"（学習中の言語を使って生活しなが
らその言語を習得すること）の環境のなかでどの
ように具現されるか、つまりどのような学びをも
たらすかを検証する。目的に「語学研修」を直接
挙げない理由として、本学の教育目標に全人的人
間観を養うことがうたわれているように、学生の
海外に対する関心は必ずしも語学力向上のみとは
限らず、外国の生活習慣、人々との交流、彼の地
における看護・栄養事情の視察を通して見聞を広
げるという、より全人的な学びを期待しているも
のと想定したことによる。しかし、将来看護・栄
養の専門職者としてこれらの経験をよりよく発展
させるためには言葉が必要であり、研修中に様々
な機会を提供して語学研修が実りあるものになる
よう計画されている。
２．研修プログラムの作成
研修目的にそって具体案を作成し、本学の海外
研修旅行を担当する教育旅行社を通して、現地受
入教育団体と交渉してもらう。委員会と業者間で
やりとりを重ね、最終的に委員会が求めるプログ
ラムが出来上がる。参加学年は研修内容から３年
次後期が望ましいが、現カリキュラム編成の都合
上難しく、１年次生は専門関連の研修には知識が
十分ではないことから、２年次生を対象とする。
研修期間が学事歴および諸般の事情により３月中
旬から下旬になるので、２年間の英語科目を履修
した２年次生は語学研修への準備もより可能であ
る。プログラムの主な構成は以下の点である。
・英語研修
・米国医療事情の視察研修
・ホームステイ
・エクスカーション・アクティビティー（地域散
策、ショッピング、市内見学など教室外活動）
３．教育旅行社と現地受入教育団体
現地の受入教育団体は GPI 2）(Global Partners
Institute）といい、語学教育・異文化理解国際
交流プログラムを提供する非営利国際教育団体で
あり、本学が利用している教育旅行社 ISA（ア
イエスエイ）直営の運営組織である(以後 GPI,
ISAと表記)。ISAと GPIの関係は、教育研修旅
行を企画する ISAが顧客の希望をとりまとめて
GPI本部に連絡し、それを受けて研修希望先のジャ
パニーズリエゾン担当の日本人が、地元の GPI
（主としてボランティア）に依頼する。この GPI
が研修プログラム作成上の諸機関への交渉、研修
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センターの選定、ホストファミリーの募集、
TESL 3）有資格者である講師を手配する。
４．研修旅行の準備
帰省中に両親（保護者）とよく話し合えるよう
に、２年次夏期休業直前に研修プログラムを配布
し、休み明けの９月中旬の指定日までに仮申込
み 4）をする。10月下旬 ISAの説明会が開かれ、
その後本申込みをする。12月初旬から本学の同行
教員による学内説明会が開かれ、ISAの研修旅
行ガイドブックに加えて、特にホームステイ先に
おける生活上の諸注意や助言をする。説明会の開
催には学生の時間的制約により毎回調整が必要で
ある。ISAの説明会は３回、同行教員の学内説
明会と参加学生のグループごとの話し合いに、併
せて 6回ほど時間を設ける。研修終了時に学生側
が Farewell Party" (さよならパーティー) を
催すので、その準備についてもヒントや助言を与
え、学生が自主的に取り組めるよう支援する。
Ⅲ．海外研修の内容
―2006年度の事例から―
研修プログラム 5）について、１．語学研修、２．
学生の専攻分野に関連した研修、３．研修の評価
の順に述べ、最後にさよならパーティについて言
及する。
１．語学研修
研修場所：スタディーセンター
（Bethany Bible Church）
講師：TESL有資格の語学講師２名
午前：英語の授業（9:00 a.m.―12:00 a.m.）
２クラス編成
午後：英語を介してのさまざまな活動
（13:00 p.m.―16:00 p.m.）
Action English（英語のゲーム）、外部講
師による小講義、体験談、パネルディスカッ
ション、教会周辺の散策、大学訪問（２学
科に分かれて講義や施設見学）、大学以外
の施設見学、シアトル市内見学とショッピ
ングモールでの買物など多彩なプログラム
を日替わりで提供する。
１）英語クラス内の研修と教材
語学研修初日に講師の一人が学生に言った次の
言葉通り、終始一貫して学生の発話を引き出すた
めに創意工夫のある様々な活動が用意されていた。
I know that you have the fine knowledge
of English up here（頭を両手で挟んで）, but I
want you to speak out, to be able to
express yourself in English. This is the
purpose, goal of this class."
授業は、前日の夜ホストファミリーにインタビュー
し回答をまとめて発表するという宿題から始まる。
それから教材ファイル 6）を用いてディスカッショ
ンが続く。時として講師が臨機応変に話題を提供
することもある。
教材ファイルは既成の教科書ではなく、研修の
目的に沿って様々な話題や活動を盛り込んだ GPI
自主作成のものである。英語の難易度は易から難
へ、量は少ないものから多いものへ、話題も身の
回りのことから文化、社会の動向へと配列されて
いる。
２）英語クラス外の研修
（地域散策、観光、ショッピング）
シアトルの街のシンボルタワー「スペースニー
ドル」、生鮮市場の「パイク・プレイス・マーケッ
ト」、シアトル発祥の地「パイオニア・スクエア」
などを観光し、案内役の英語講師からその歴史に
ついて説明を受けた。その後自由時間がとられ食
事やショッピングをした。首尾よくまたは苦労し
ながら英語を使う良い機会であった。
３）宿題とホストファミリーの協力
教材ファイルに指示された課題についてホスト
ファミリーに質問し、回答を翌日授業で報告する。
この方法の利点は、同じ話題について反復して学
べることにある。つまりホストファミリーとの話
し合い、自室に戻ってまとめること、翌日授業で
発表することである。加えて、授業ではクラスメー
トの発表を聞く機会があることも功を奏してか、
一週間経つ頃には、発話量が増えていった。
授業でのエピソードを紹介する。ある学生が前
日の宿題についてホストファミリーとの話し合い
を発表したときのことである。 My host
mother takes vitamins every night. Last
night, she gave me one tablet, but I didn't
take it. Because our nutrition professors say
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food supplements are not always good for
the health, so we should try to have a
balanced diet. Nutrients from natural
foods." という内容の話に、講師は感動した面持
ちであった。言葉の学びにおいて大学で学んだ知
識が生きた例である。
４）外部講師を招いての小講義、体験談、パネル
ディスカッション
午後の研修として、スタディーセンターに人を
招いて話を聴き、その後質疑応答をする。難しい
内容のときは通訳が同席した。家族・結婚問題の
カウンセラーの話、米国で働く日本人の体験談・
討論など身近で興味の惹かれる話題が多かった。
学生は自分の言葉で、または通訳を通してよく質
問した。
癌体験者３名によるパネルディスカッションは、
乳癌を克服してワシントン大学の医療センターで
患者の話し相手をしている女性、癌の治癒後次々
と転移が見つかるという不安を抱えている女性、
乳癌体験者の女性医師によるものであった。医師
は乳癌になるメカニズムについて図を示しながら、
簡潔な英語のなかに癌に関する専門用語 7）を使っ
て解説した。癌体験者の率直な話は、生きる姿勢
とともに、学生達の心を深く動かしたようであっ
た。
２．学生の専攻分野に関連した研修（通訳付）
１）大学での講義 8）とキャンパス内の施設見学
専門関連の研修に関しては看護学科と栄養学科
は別々の大学を訪問し、短期大学へは共に訪問し
到着後学科別に行動した。
看護学科
Seattle University College of Nursing
講義：アメリカにおける看護事情について
(講師：米国人准教授 Ph.D., RN)
・老人の増加に伴う保健医療の事情
・看護教育制度、看護師の役割、生涯教育とその
展望
・医療チームにおいて、医師と同等の立場で働け
る制度と教育のレベルアップ
・インターネットによる国家試験（州単位別）制度
日本との類似点、異なる点等参考になった。看護
師の役割の中で、人権尊重ケア、個人の宗教を大
事に係わる点はすぐれていた。
看護実習室見学：
メーンキャンパスにて講義の後、 Medical
Center内にある Lab（Laboratory: 実習、演習
室）の見学をした。Medical Centerビルの５階
に広大な看護実習室が設置されていた。病室と同
様にすべての機械器具が備えつけられ、ベッド数、
模型人形は学生数に相当して設置され、すべてコ
ンピュータ操作が可動できる。生きている人間同
様の操作をする、脈拍、呼吸、心拍数等は正常、
異常の表示が可能になっている。特定の疾患をも
つ人の症状も明示される仕組みになっている。
利用時間 9:00 a.m.―22:00 p.m.
・学生が有意義に学生相互または個人で学習でき
る環境である（教員からモニターを通して指導
も受けられる）。
・指導教員は常在している。学生は自由に出入り
し、主体的学習が可能である。面談室、休憩室
もある。
South Seattle Community College
(二年制短期大学)
講義：看護科講義室にて PowerPoint を用いて
下記の説明を受けた。
・アメリカにおける看護師養成の教育課程
・看護師の資格制度（生涯養成）
・正看護師と准看護師の仕事の区別（准看護師は
精神科で働くことはできない。）
看護実習室見学:
講義室に隣接している。学生が自主的学習のため
に、模型人形およびその他看護のために必要な備
品が合理的に整備されている。患者の異常状態を
アセスメントできる練習モデルは学習のため効果
的である。
栄養学科
University of Washington Medical Center
（医療センター）
講義：Clinical Dietitianのスキルと役割
（講師：日本人管理栄養士MS, RD, CD）
ワシントン州における?栄養士に必要な教育?栄
養士の仕事についての講義。
・米国における臨床栄養の進歩
・Registered Dietitian (RD) と Dietetic
Technician Registered (DTR)
吉田翠・沢禮子・石川紀子：天使大学の海外研修における学び
― 124―
・Position Description - 資格・適性・必要と
される能力
・Clinical Dietitianの基本的業務：
患者の栄養管理75―85％
教育、教育プログラム開発15―25％
・Clinical Dietitianの日常業務：
栄養アセスメント（入院時）
フォローアップ（３―５日ごと）
・その他（経腸栄養法のガイドラインとサンプル、
栄養指導マテリアルとサプリメント、カルテ記
録例、 チーム回診、 Clinical Nutrition
Servicesミーティングなど）
・米国における Registered Dietitian活躍の場
施設見学：
講義の前に入院患者のための食事を用意する厨房
に入り、講師の日本人管理栄養士の通訳により説
明を聴いた。
・従事者の服装は普段着とスニーカ （ー白衣・キャッ
プ・マスクは着用しない）
・食事提供におけるサービス：食事の保存法と温
度管理の徹底
・１年後食事はホテルに外注の予定。医療管理部
門が注文食の内容を管理・助言
South Seattle Community College
（二年制短期大学）
講義：How Healthy is the Typical American
Diet? （講師：米国人教授）
米国の食生活の問題について。米国の伝統的な食
事が商業ベースの影響で、大型マック、大型コー
クによって米国人の胃袋が巨大となり、成人の肥
満の原因となっている。貧困層や若者の食事は飽
和脂肪酸が多く病気の原因となりやすい。改善の
ために小学校に栄養教育を導入している。沖縄の
長寿と伝統的日本食の良さに言及。
施設見学：
調理実習室、食材の貯蔵室、付属レストラン２種
（一般向けと高級嗜好向け）を見学する。実習室
は調理部門と菓子部門からなる。冬学期の終了時
期のため実習は見学できなかったが、一部の学生
が実習として付属レストランで給仕の経験も積ん
でいた。Community Collegeでは即職業に直結
する教育をする。
２）その他の施設見学
Lynwood High School（リンウッド高校訪問）
２学科合同で高校を訪問し以下の見学をした。
・ランチサービス（給食システム）について見学
した。
・保健室にて、養護教諭による生徒の健康管理の
実際について説明を受けた。
・高校生の案内により校内見学と説明を受け、学
生との良い交流ができた。
Aegis of Kirkland（老人施設）
Retirement, Assisted Living, and Alzheimer's
Care
講義：担当看護師によるアルツハイマー病と認知
症をもつ人のケアについて、大変詳しく、要点に
ついて説明された。看護師の役割として、人間尊
厳の具体的なケアについて学生にとって刺激的な
良い学びとなった。
施設見学：
・Medical Centerとの密接な連携をもっている。
・正看護師が常勤している。
・家庭の生活環境が保持されている。
・高齢者が自律して生活しやすい工夫がされてい
る。
３．研修の評価
１）GPIによる評価 9）
? 最終日、英語講師による個人面接があり、
一人一人に丁寧な語学の評価がなされ、記録と
して本学に提出された。
? 各ホストファミリーによる滞在中の学生の
生活態度について評価が提出された。
? 各参加学生による GPI研修プログラムに
ついての評価が提出された。
２）国際交流委員会による評価
? 課題のレポート提出
帰国後、参加学生は項目別にわたる課題のレポー
トを委員の同行教員に提出した。与えられた課
題 10）に従って各自学んだことについて文章化
し、同行教員によって評価が与えられた。（全
員のレポートは一つのファイルにまとめられ、
学生が海外研修から得た学びについて全教員が
共有できるように、看護学科、栄養学科、教養
教育科に回覧された。）
? アンケート調査
研修における学修に焦点をおいたアンケート調
査が実施され、評価には全体的に高い数値が示
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された（次節Ⅳ「参加学生の研修プログラムへ
の反応」参照）。
３）ISAによるアンケート調査
研修プログラムについて ISAによるアンケー
ト調査が実施され、国際交流委員会に調査結果が
提出された 11）。前述の「Ⅱ．海外研修の概要
１．研修の目的」において述べた４つの目的にそっ
た調査項目により、目的がかなりの程度達成され
たことが示されている。
４．さよならパーティ
１）研修プログラム最終日前夜に、参加学生が主
体となって計画・準備した感謝の意を込めたパー
ティが、全ホストファミリーメンバーと英語講師
など関係者100余名を対象に開催された。日本食
メニューとステージ発表プログラムにより盛会で
大好評であった。
２）語学研修全課程修了証書 12）
パーティの最後に英語講師から各学生ひとりづつ
ステージ上で修了証書が手渡され、感謝と感激の
うちに全研修プログラムを修了した。
Ⅳ．参加学生の研修プログラムへの反応
研修プログラムの評価として、ISA の調査と
は別の視点で、国際交流委員会においても帰国後
アンケート調査を実施した。委員会の調査は、海
外研修の単位化へ向けて資料提供する意図があっ
たため、「学修」に焦点を絞った調査項目から成
る。
研修参加者は17名で、内訳は看護学科２年生９
名、栄養学科２年生６名、３年生２名である。ア
ンケート回答者は12名で回答率は70.6％、内訳は
看護学科７名、栄養学科５名であった。本報告で
は学科別にせず12名の回答結果 13）をもとに参加
者の反応を概観する。
はじめにアンケート調査の概要について述べる。
調査項目は、現地で２週間行動を共にした視察者
が研修の諸活動に対する参加学生の反応を探るこ
とを意図して、作成された。回答方法は、各調査
項目について４つの評価基準「①そう思う」「②
どちらかといえばそう思う」「③どちらかといえ
ばそうは思わない」「④そうは思わない」から一
つ選択する。結果を概観するときに①と②を合わ
せたものが肯定的な反応、③と④を合わせたもの
が否定的な反応と判断する。調査紙には学科名を
明記するが、参加学生名は無記名とする。またこ
のアンケート結果の使用目的を明示する。
下の表は、調査項目と調査目的についてまとめ
たものである。
アンケート結果の考察の進め方については、は
じめにセクション毎に項目全体の平均のなかで①
と②を合わせたものを肯定的反応、同じく③と④
を合わせたものを否定的反応とし、次に個別の項
目について数値の突出して高いもの、低いものに
ついて考察する。なお、「Ⅰ．英語研修について」
はサブセクション A, B, C, D に分かれるので、
サブセクション毎にセクションと同様の手順で考
察をする。
Ⅰ．英語研修について（A～D）
サブセクション Aの「午前の授業」について
項目全体（１～10）の平均①41.2％と②40.3％を
合わせると肯定的反応が81.5％である。サブセク
ション Bの「テキスト（教材ファイル）」につい
ては、項目全体（11～13）の平均①16.7％と
②36.1％を合わせると肯定的反応が52.8％、否定
的反応が47.3％であった。他の項目と比べると否
定的反応が高いのは、教材の構成が日本のそれと
は大きく異なっていることに馴染まなかったのか、
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セクションⅠ～Ⅳと調査項目 調査目的
Ⅰ．英語研修について
サブセクション A ～ D（１～20）
英語の授業における多様な教室内活動に
ついて問う。
Ⅱ．看護学科・栄養学科の専門関連の研修
について (21～23)
大学の授業との関連や動機づけについて
問う。
Ⅲ．英語研修と専門関連の研修以外の研修
について (24～26)
多様な経験をする機会について問う。
また通訳の有無に対する反応をみる。
Ⅳ．シアトル研修に備えた事前の英語学習
について (27～32)
ISA旅行ガイドブックの活用や、その他
の準備対策について問う。
すべて英語による記述のため抵抗感があったのか
もしれない。項目12の「英語のレベル」と項目13
の「英語の量」については、ともに③33.3％と④
25.0％を合わせると否定的反応が58.3％であった。
前者は英語のレベルが易しいとは言えない、後者
は英語の量が少ないとは言えないとの反応が見ら
れた。サブセクション Cの「午後の授業」は A
の「午前の授業」と似たような傾向を示した。サ
ブセクション Dの「ホストファミリーへの宿題
インタビュー」については、項目全体（16～19）
の平均①66.7％と②27.1％を合わせると肯定的反
応が 93.8％である。特に①が66.7％と突出してい
ることから見ても、英語研修のなかでは最も評価
が高かった。
サブセクション A（1～10）について全体的に
肯定的反応が高いなかで、否定的反応の顕著なも
のは項目１と項目３であった。項目１「英文が組
み立てやすくなった」の③25.0％と④25.0％を合
わせると否定的反応が50.0％であった。また項目
３「発音がよくなった」の③8.3％と④33.3％を合
わせると否定的反応が 41.6%であった。考察する
と、3週間という短期語学研修では、実感できる
ほど変化が感じられなかったということだろう。
項目１については、後述する「Ⅴ．今後へ向けて」
の「３．大学の英語の授業と語学研修について」
において取り上げる。項目３については、視察の
期間中英語講師が学生の発音を矯正したことは一
度もなく、勇気をもって発話することを最優先す
る方針のせいだろうと思われる。
サブセクションＤ（16～20）のなかで、項目17
と項目19は注目に値する。項目17「生活習慣や考
え方が理解できるようになった。」は、①75.0％
と②25.0％を合わせると肯定的反応が100％であ
る。これは研修の目的ひいては大学の教育目標を
体験を通して学んだものと言える。項目19「答え
るとき、相手に理解してもらえるまで繰り返した。」
も、①66.7％と②33.3％を合わせると肯定的反応
が 100%となった。これには諦めずに粘り強く努
力した姿勢が見て取れる。項目20「言いたいこと
を十分に表現できないことがあった」は、①50.0
％と②8.3％を合わせると、肯定的反応が58.3％で
あった。これはサブセクション Aの１「英文が
組み立てやすくなった」の肯定的反応50.0％とい
う低さにも関係する問題だと思われるが、研修を
通して英語習得に意欲が高まれば、今後への努力
目標になるだろう。
語学研修についてまとめると、サブセクション
Aの項目９「授業にはさまざまな工夫があり、
英語が楽しく学べた。」の①66.7％と②33.3％を合
わせると肯定的反応が100％であるように、サブ
セクション Dのホストファミリーへの宿題イン
タビューも含めて、総じて高く評価されたといえ
る。
Ⅱ．専門関連の研修について
セクションⅡの項目全体（21～23）の平均①
58.3％と②27.8％を合わせると肯定的反応は86.1
％である。特に項目21「専門関連の研修は、大学
での専門科目の学習において参考になると思った」
の①75.0％と②25.0％を合わせると肯定的反応が
100％であった。海外研修以降の専門分野の学び
に動機づけになったことが伺われる。項目22と項
目23の「専門関連の研修と英語学習との関係」に
ついては、項目22「専門関連の研修は、英語に対
する今後の取り組みに動機づけとなった」の①
50.0％と②25.0％を合わせると肯定的反応が75％、
項目23「研修参加前に、大学の英語科目において
専門関連の英語を学んでおくほうがよいと思った」
の①50.0％と②33.3％を合わせると肯定的反応が
83.3％と高い数値を示した。専門関連の研修が、
明確な目的をもって英語を学ぶことへの動機づけ
になったものと解釈できる 14）。
Ⅲ．英語研修、専門研修以外の研修について
セクションⅢの項目全体（24～26）の平均①
47.2％と②19.4％を合わせると肯定的反応は66.6
％である。この研修に対する評価は、参加者の英
語力によって反応が別れたようである。項目24の
「ショッピング」、項目25の「家庭問題のカウンセ
ラーの話」では通訳がつかなかったので、通訳な
しの状況について問うた。項目24は肯定的反応が
75.0％で、3／4の学生はショッピングができたよ
うだ。項目25について③33.3％と④33.3％を合わ
せると否定的反応が66.6％と比較的高い数値を示
しているのは、英語力が十分ではない学生には通
訳が必要であると言える。前述の「Ⅲ．海外研修
の内容」の「１．語学研修」の４）でも触れたよ
うに、項目26「癌体験者のパネルディスカッショ
ン」は①83.3％と②8.3％を合わせると肯定的反応
が91.6％という高い数値を示し、学生の学びにとっ
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て意義深いものであったことが示された。
Ⅳ．研修に備えた事前の英語学習について
セクションⅣの項目全体（27～32）の平均③
9.7％と④59.7％を合わせると否定的反応が69.4％
となり、参加者の2／3強が十分に準備をしないで
参加したようである。項目29「ISAのガイドブッ
クで勉強」の①25.0％と②33.3％を合わせると肯
定的反応が58.3％を示し、項目31「本・参考書を
買って勉強」の①41.7％と②25.0％を合わせると
肯定的反応が66.7％であった。このことから、事
前に準備した学生は、 ISA が配布した旅行ガイ
ドブックや自分で用意した本・参考書で準備した
ものと思われる。
以上参加学生の研修に対する反応を探った結果
を概観した。総じて提供された研修への評価はよ
いと判断できる。他方、自由回答 15）には研修旅
行の質の改善に資するコメントがあり、委員会の
今後の検討課題である。肯定的反応、否定的反応
を寄せた学生双方にとって、この研修が今後の学
びへ指針を与える機会となることを願う。
Ⅴ．今後へ向けて
１．単位化について
１）正課としての授業と語学研修における単位認
定の取り扱い
海外研修を新設科目として位置づけるなら、研
修の内容に対する評価基準を設定しそれに基づい
て評価できる。しかし既存科目との単位振替の場
合は、学びの質や学ぶ環境が異なることから、同
じ評価を厳密に適用するのは困難であると言える。
たとえば英語科目として認定する場合、大学の授
業は EFL（=English as a Foreign Language:
外国語としての英語教育）、海外研修は ESL
（=English as a Second Language: 第二言語
としての英語教育）の違いがある。このような場
合、「認定」による単位化もある。研修プログラ
ム作成時に、語学研修の目的、授業内容、評価観
点と評価基準について大学での検討と研修先との
取り決めが必要となるだろう。
２）海外研修の検証および評価についての先行研
究
大学設置基準の大綱化（1991）以降、外国語教
育（特に英語教育）の改善要請を受けて外国語母
語話者の専任採用と海外短期研修が盛んになった。
その結果、短期海外研修に関する論文が数多く書
かれた。研究テーマは多岐にわたるが、天使大学
の研修に関連のある研究を挙げると、?英語力伸
長の測定 16）、?短期海外研修による意識・態度
の変化の検証方法 17）、?専門を媒介とした行動
と言語の相乗作用の検証 18）がある。本学の現在
の海外研修の検証にはこの?と?が参考になる。
上記?の論文において石野他 19）は「短期間に
生じる変化を的確に捉えることは容易ではない。
テストが研修で学んだことすべてを検知するとは
限らない。研修がもたらす変化を捉えられる尺度
を作成すべきである」と提案している。この論文
では、英語力の変化ではなく、意識と態度の変化
について検証方法を開発し、学生の反応を調査し
た結果が紹介されている。
同じく?の論文は、専門を通した異文化体験
の意義を具体例を通して紹介し、「ホストファミ
リーに溶け込み、農業に対する視野を広め、渡米
前にあった英語への抵抗感までも取り払ってしま
うほどすばらしい異文化体験ができたのはなぜだ
ろうか。それは短期留学プログラムの目的と学生
の意欲とが好条件のもとでうまく適合でき、最大
の成果が得られたからだろう。」と述べている。
田崎 20）は「学生の最も興味がある学問を媒介に
して異文化接触をする機会を与えれば、各自の興
味と自信を伴った異文化接触が可能になることが、
学生の報告から明らかになった。知識を広めたい
という彼らの好奇心がアメリカ人との交流、そし
て語学学習をも成功させたと言えるのではないだ
ろうか。」と結んでいる。これは本学の研修の目
指すことに重なる。
上記の論文はそれぞれのテーマのもと研究した
結果であり、成績評価や単位認定の方法について
は触れていない。しかし、短期海外研修をどのよ
うに捉えるかという点で示唆に富んでいる。
２．現地受入教育団体を利用することについて
１）プログラムの変更や微調整の必要性
プログラムを作成する段階で、毎年同じ条件と
はならず、調整が必要になることがある。スタディー
センターとして地域の教会を利用することが多い
が、教会で地域の行事が予定されるとそれが優先
される。参加学生数によっても場所の変更があり
吉田翠・沢禮子・石川紀子：天使大学の海外研修における学び
― 128―
得る。訪問先の大学や施設についても同様のこと
が言える。またホストファミリーに予期せぬ出来
事が生じたときも変更がある。現地入り後、乗物
の手配など変更が必要になることもある。添乗員
が通訳をすることになっているが、研修プログラ
ムに熟知している教員が同行するなら、より適切
に対処できるだろう。
２）ボランティアの協力と支援
地域のボランティアの協力と支援によって研修
が進められるので、手作りの良さが随所に見られ
る。GPI地域ボランティアが選んだホストファミ
リーとの生活は参加学生が最も高く評価するもの
である。家族として受け入れられ温かな人間関係
を経験したことがよい思い出となるようである。
３）ホームステイがもたらすもの
一家庭に学生一人という環境は、日本人の友人
から離れ勇気をもって新しい経験をする機会であ
るから、今後とも継続したい条件である。帰国後
提出された課題のレポートに共通して報告される
ことは、ホストファミリーの日常生活から自分の
家庭生活のあり方についての振り返りである。米
国では、家族が言葉を大切にすること（挨拶、感
謝、気遣い）、家族が共に行動すること（全員揃っ
た夕食、週末共に行動）、個々人の主体性を尊重
すること（考えや意見の交換、自主性と責任感の
重視）などへの気づきである。課題のレポートに
は自分の日々の生活を振り返り、今後の生活を自
律したものにする決意が見られる。ホームステイ
は語学研修とともに人間的成長にとっても多くの
ことを学ぶ機会となっている。
３．大学の英語の授業と語学研修について
語学研修に関しては前提として「英語の基礎力」
が必要である。文の組み立てができなければ自分
の考えを伝えにくい。基本的な英文とそれを使っ
て述べる自分の考えなり知識なりも必要である。
大学での授業は座学中心になりがちであるが、英
語力向上と発展のもとになる基礎を学ぶ場である。
自分なりの目標をもって積極的に学ぶことが、研
修の機会をより実りあるものにするだろう。
言葉を学ぶ目的は言葉を使うこと、つまり「運
用力」を身につけることにある。2006年度の海外
研修を視察した経験から、研修先において必要な
運用力を身につける方法を一つ提案したい。書く
ことである 21）。英語を話すことも書くことも、
考えを言葉で表すことは共通している。英語を話
すとき、挨拶・依頼・感謝・交渉など場面に固有
の表現または決まり文句に加えて、その場の話題
に対して自分の考えなり、意見を述べる場合があ
る。日本の文化や習慣について説明が必要なとき
もある。日常生活において英語の日記、日誌、電
子メール、トピックを決めて短いエッセーを書く
ことがその準備になる。書いたものは音読する。
このライティング作業はまとまりのある内容を述
べるための基礎訓練となり得るものである。その
ような授業を積極的に受講したり、自己学習とし
て授業外に取り組んでみるとよい。添削を受ける
機会があれば自己表現が一段と向上するだろう。
準備をすることにより他国の人々との相互理解を
深め、研修をより実りあるものにしたいものであ
る。
Ⅵ．おわりに
天使大学の海外研修は商業ベースに終わらず、
手作りの良さに溢れている。それは多くの人々の
善意と協力の賜物である。地元 GPIに所属しボ
ランティアをする人々の協力と支援に負うところ
が大である。帰国後提出された学生の課題レポー
トには、ボランティアをはじめ出会った人々との
交流のなかで、また米国での医療・看護・栄養事
情に触れることにより、この研修が語学研修に加
えて、天使大学の教育目標「全人的人間観を養う」
「国際的な視野を養う」などの一助になることは
明らかである。本稿が、この研修の意義を伝え、
天使大学の学修として更なる改善と発展を願う。
謝 辞
海外研修に豊かなご経験を有す沢禮子教授のご
指導とご尽力により研修目的の明確なプログラム
ができたことに対して、2000年度から委員会活動
に係わった多くの委員と担当職員の皆様に対して、
この場をお借りして謝意を表します。またアンケー
ト調査に協力を惜しまず、その結果を本報告に載
せることに賛同してくださった研修参加学生の皆
様にも謝意を表します。
天使大学 紀要 Vol. 9 2009
― 129―
注 釈
1) 天使大学 看護栄養学部 履修要綱・授業計画
（2006）p.Ⅰ-1
2) 資料３参照.
3) TESL (Teaching English as a Second
Language) 第二言語としての英語教育.
4) 2008年度から最少催行人員を15名とし、仮申込み
または本申込みにおいてこれに満たない場合は中止.
同年度から参加学年の対象枠を広げる．
5) 資料１参照.
6) 著作権のため開示せず、国際交流委員会にて保管.
7) Cancer（癌）について metastasis（転移）, benign
tumor（良性腫瘍）, malignant tumor（悪性腫瘍）,
chemotherapy（化学療法）など.
8) 講義のハンドアウトは国際交流委員会または沢委
員が保管.
9) GPIによる評価は個人情報が含まれるため非公開.
10) 資料２参照．書式見本.
11) ISAによるアンケート結果はカラーグラフの多用、
24ページに及ぶため国際交流委員会にて保管.
12) 資料４参照．様式見本.
13) 資料５-１の表参照.
14) 内藤他 (2007) p.22, 94.
15) 資料５-２, ５-３の自由回答参照.（回答6／7）
は回答者７人中６人を表す。
16) 千葉（2006）p.39 40.
17) 石野他（1999）pp.37 42.
18) 田崎 (1996) pp.21 23.
19) 石野他 (1999) 前掲 p.37.
20) 田崎 (1996) 前掲 p.23．
21）浦島他（1995）ⅲ，自己表現の具体例として紹介．
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資 料
1. 第６回（2006年度）天使大学海外研修プログラム
「アメリカ看護栄養事情視察と英語研修」
2. レポート（書式見本）
3. GPIの組織図
4. GPIの修了証書（様式見本）
5. アンケート調査結果：５－１の表（％表示）、５－
２看護学科自由回答 ５－３栄養学科自由回答
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資料 ５-１
①
そう思う
②
どちらかとい
えばそう思う
③
どちらかとい
えばそう思わ
ない
④
そう思わない
研修参加前に、大学の英語科目において専門関連の英語を学んでおくほうが
よいと思った。
通訳付の癌体験者によるパネルディスカッションは、将来患者様の気持ちを
理解することに役立つと思った。
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